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知の市場（2013年後期 共催講座 ＣＴ445）

講座名 ：化粧品の科学 ー化粧品を科学的な側面から学ぶー

連携機関名 ：資生堂リサーチセンター

開講日時 ：水曜日 １８：３０～２０：３０

開講機関 ：東京・お茶の水女子大学

（お茶大LWWC増田研）

科目概要 :化粧品（医薬部外品を含む）は薬事法で定義され、医
薬品とは目的、効果・効能が、本質的に異なっている。 また、化粧
品を支える科学は、薬学、物理化学をはじめ皮膚科学、工学、心理
学等、多彩な領域を含んでいる。 本講では、化粧品の基礎知識か
ら化粧品を支える科学、また、具体的なスキンケア化粧品やメー
キャップ化粧品などの成り立ちを実際に手に触れながら学ぶととも
に、社会のニーズである安心・安全に対しての取組みや、グローバル
化を含む化粧品業界の状況などを解説する。

参照 http://www.chinoichiba.org/_userdata/sirabasu_rink/2013CT445.pdf

http://www.chinoichiba.org/_userdata/sirabasu_rink/2013CT445.pdf
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機能性

安全性

感性

お客さま

人体と環境への配慮

美しい肌、若々しい肌

心地よい感触、「心」の満足、
喜び･感動

皮膚･毛髪研究

薬剤･原料開発

美容ソフト研究

店頭機器開発
品質保証

ソリューション・メッソッド研究

容器･外装研究

製剤技術開発

ヒューマンサイエンス研究

処方開発

肌診断･ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ用
安全性･安定性･微生物保証

設計目標との相違・お客さま視点

利便性･環境対応

乳化･分散他

生理心理学･認知科学

物性･香料･色彩

皮膚生理メカニズム

合成・バイオテクノロジー･探索

美容情報開発･色彩研究･官能評価他

化粧品開発のための技術

多様な技術の融合が必要な化粧品の開発
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